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深宇宙探査技術実験機DESTINYによる太陽系探査の検討
Solar System Explorations using DESTINY: the Demonstration and Experiment of Space
Technology for Interplaneta
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低コスト化による打ち上げ機会増加を目指して開発されたイプシロンロケットは、太陽系探査の機会を大幅に増やすた
めに有効な手段となり得る。その一方で既存の小型衛星バスでは、地球周回から離れた深宇宙での理学観測には、搭載
可能質量などの大きな制約があった。この問題を克服するために、深宇宙探査技術実験機 DESTINY (Demonstration and
Experiment of Space Technology for Interplanetary Voyage)による、深宇宙に至る軌道投入・軌道制御技術、信頼性を向上
させた大型イオンエンジン、薄膜軽量太陽電池パネルなど、様々な新規技術の実証が計画されている。我々は DESTINY
実証機で搭載可能な 10kgの理学観測機器、および将来の現行ならびに能力増強型イプシロンロケットを用いたDESTINY
応用ミッションにより、達成が見込まれる深宇宙での探査ならびにスペース天文観測を示す。
　 DESTINY実証機は、月までのスパイラル高度上昇軌道、月スイングバイを経由して、太陽－地球系ラグランジュ

点 L2または L1のハロー軌道に到達し、その場で軌道が維持される。この間のイオンエンジン停止期間には、各種工学
実験とともに理学観測が可能である。観測機器としては、X 線望遠鏡、ジオコロナ紫外線望遠鏡、高速中性粒子 (ENA)
カメラによる地球磁気圏全貌の観測、ダスト分析器、ハイビジョンカメラ、熱赤外イメージャ、小型望遠鏡による星間・
惑星間ダスト、地球近接小天体（NEO）、月面衝突発光現象の観測、系外惑星紫外線望遠鏡による太陽系外惑星系からの
Ly α線観測などを提案する。
　一方、現行イプシロンロケットを用いた応用ミッションでは、搭載機器（理学観測機器のほかに、これを支援する

目的のバス機器を含む）への質量配分は 50kgに増大される。探査範囲は地球近傍から火星または金星のフライバイまで
拡張可能となる。この段階に対して、地球圏プラズマ撮像、小惑星 Phaethonフライバイ、黄道面外からの宇宙背景放射
観測、紫外線望遠鏡による太陽系外惑星観測などを提案する。さらに、イプシロンロケットにM-V ロケットと同等程度
の打ち上げ能力を持たせることにより、搭載機器への質量配分は 200kgとなるとともに、探査範囲は、地球近傍から火
星または金星の周回軌道まで可能となる。この段階に対して、オービタ間の電波掩蔽による金星気候探査、火星気象衛
星と火星航空機によるダスト輸送メカニズムの解明などを提案する。
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